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　本調査は、市が行う施策に対して、市民の皆様が現在どの程度満足と感じているか、そして、今後どれくらい重要
と感じているかを統計的に整理することにより、清須市第１次総合計画【改訂版】の進捗状況を把握するとともに、
今後の清須市のまちづくりに反映することを目的に実施したものです。

・「満足している（重要である）」を５点
・「やや満足している（やや重要である）」を2点
・「どちらとも言えない」を０点
・「やや不満である（あまり重要ではない）」をー２点
・「不満である（重要ではない）」をー５点
　各選択項目の点数に回答数を掛け、その合計を回答実数
　で割って求めています。

ご協力ありがとうございました
第4回市民満足度調査(中間まとめ)を公表します ■問合せ　企画政策課(本庁舎)

満足度・重要度平均値の算出方法

施策項目別の満足度・重要度

回 収 率

今回
（H26）

42.2%

前回
（H24）

41.7%

第1回
（H20）

41.8%

満 足 度 重 要 度
設 問 項 目

1
安
全・安
心

2
健
康・福
祉・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

3
水
と
緑
、う
る
お
い

4
便
利・快
適

今回の結果 過去の調査結果との比較 参考（平均値）
平均値 対前回比 対第1回比 増減

今回の結果 過去の調査結果との比較 参考（平均値）
平均値 第１回対前回比 対第1回比 増減順位順位

水害を防ぐ施設の整備

防災機能の強化

防犯・交通安全

消防・救急体制

上水道・下水道

ごみ処理・資源回収、し尿処理

斎苑施設の整備

健康づくり、各種健（検）診の実施

福祉センターの施設運営

子育てに関する支援

障がい者の支援

高齢者の支援

国民健康保険・介護保険などの事業、生活保護などの支援

青少年の健全育成

消費者相談や啓発活動

自治・コミュニティ活動の支援

ボランティア・ＮＰＯ活動の支援

男女共同参画社会の推進

環境美化・保全活動、循環型社会形成の推進

公園・緑地の整備・維持管理

河川歩道の整備・維持管理

農業振興、土地改良・用水路整備、食育の推進

駅周辺開発・土地区画整理の推進

街路樹・植樹帯の維持管理

市道の整備・維持管理

コミュニティバスの運行
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（番号のかけ間違いにご注意を）

満 足 度 重 要 度
設 問 項 目

5
教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

6
産
業
振
興

7
市
民
参
加・行
革

計

今回の結果 過去の調査結果との比較 参考（平均値）
平均値 対前回比 対第1回比 増減

今回の結果 過去の調査結果との比較 参考（平均値）
平均値 第１回対前回比 対第1回比 増減順位順位

小学校・中学校の施設整備

生涯学習機会の提供

文化活動、伝統芸能・祭りの支援

文化財の保護

スポーツ・レクリエーション施設の運営・管理

他の市町村との交流・国際交流

中小企業の支援、商店街活性化

観光の振興

市民参加の推進・広報広聴活動

市役所業務の情報システム化

行政改革の推進
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0.31
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0.26

前回
1.06

0.70

1.21

1.11

0.74

0.56

0.02

1.17

0.68

0.57

0.02

0.73

第１回
0.34

0.32

0.69

0.64

0.25

0.18

－0.43

－0.02

0.50

－0.09

－0.35

0.16

2.75

1.57

1.60

1.84

1.54

1.21
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1.85
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－0.67

－0.14

－0.32
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0.32
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※増減の
　凡例

前回よりも上回っていて、かつ、
第1回よりも上回っている↑ 前回よりも下回っているが、

第1回よりも上回っている
↑ 前回よりも上回っているが、

第1回よりも下回っている
↑ 前回よりも下回っていて、かつ、

第1回よりも下回っている↓

清須市市民協働指針(案)のパブリック・コメント

意 見 提 出 資 格 市内に在住・在勤・在学の方及び事務所又は事業所を有する方

閲 覧 場 所 及 び

閲 覧 時 間

○企画政策課(本庁舎)・西枇杷島庁舎・清洲庁舎・春日支所・アルコ清洲・清洲市民
　センター・清洲総合福祉センター・カルチバ新川・新川ふれあい防災センター・新
　川福祉センター・にしび創造センター・にしびさわやかプラザ・西枇杷島福祉セ
　ンター・春日公民館・市立図書館
　午前８時３０分～午後５時１５分(閉庁、休館日を除きます)
○市ホームページ　パブリック・コメントのページ

　市では、｢市民参加の推進｣として、市民団体等と市との協働のあり方をまとめた「清須
市市民協働指針(案)」を作成しました。
　その内容について、市民の皆様から意見の募集を行います。

※順位は、今回の平均値の順位を示す。 ※「河川歩道の整備・維持管理」は、前回(第3回)より追加した項目である。

意 見 募 集 期 間 　平成２６年１１月３０日(日)まで(郵送は締切日の消印有効、その他は締切日必着)

提出されたご意見の
取 扱 い ・ 対 応

　提出されたご意見は、整理・分類したうえで、市の考え方とともに一定期間公開し
ます(個人情報に関しては公開しません)。

意 見 提 出 方 法

　案件名、氏名(法人名)、住所を記入のうえ、郵送、FAX、Eメール又は窓口提出で
お願いします。様式は問いません。
　ホームページからダウンロードもしくは、各閲覧場所に設置の募集用紙により提
出いただくこともできます。
▼郵送・ＦＡＸ・Ｅメールの場合
　〒４５２－８５６９　清須市須ケ口１２３８番地
　清須市役所　企画政策課　宛て
　ＦＡＸ　０５２－４００－２９６３
　Ｅメール　kikakuseisaku@city.kiyosu.lg.jp
▼窓口の場合
　企画政策課(本庁舎)、西枇杷島支所、清洲支所、春日支所
　※電話、口頭でのご意見は受け付けません。
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■問合せ　企画政策課(本庁舎)
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市人事行政の運営等の状況を公表します
■問合せ　人事秘書課(本庁舎)

2　職員の給与の状況
（1）人件費の状況（平成25年度決算）

備考　人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

区　分 歳出額A 人件費B 人件費率(B/A)うち職員給与費
普通会計 21,665,210千円 3,392,248千円 2,231,180千円 15.7％

（2）職員給与費の状況（平成25年度決算）

備考　給与費は、平成25年度決算額であり、職員手当には退職手当は含みません。

区　分

普通会計

職員数A 給　料 職員手当 計 B
1人当たり
給与費(B/A)期末・勤勉手当

給　与　費

431人 1,460,508千円 243,735千円 526,937千円 2,231,180千円 5,177千円

　職員の給与・勤務時間などは、地方公務員法に基づき、清須市の条例などで定められています。
　市の人事行政の透明性を高め、市民の皆様にご理解いただくため、これらの状況を公表します。

1　職員の任免及び職員数に関する状況
（1）平成25年度における職員の任免の状況

採　用

職　種

区　分

申込者数 受験者数 合格者数 採用者数 定　年 勧　奨 普　通 その他 計

平成25年度　退職平成25年度　競争試験

53人

28人

0人
81人

47人

26人

0人
73人

15人

17人

0人
32人

15人

16人

0人
31人

11人

4人

0人
15人

1人

0人

1人
2人

3人

10人

0人
13人

0人

0人

0人
0人

15人

14人

1人
30人

事務職

技能労務職

保育士
幼稚園教諭

計

（2）部門別職員数の内訳（各年4月1日現在）

備考1　職員数は、一般職に属する職員であり、教育長、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員
　　　　などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
　　2　部門の区分は、平成25年度定員管理調査に基づく区分です。

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
計

5人
93人
24人
181人
28人
6人
4人
35人
376人
65人
441人
2人
6人
13人
21人
462人

5人
88人
24人
180人
28人
6人
4人
35人
370人
62人
432人
2人
6人
13人
21人
453人

0人
▲5人
0人
▲1人
0人
0人
0人
0人
▲6人
▲3人
▲9人
0人
0人
0人
0人
▲9人

欠員による減員

退職不補充

退職不補充教育部門
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合　　計

平成24年 平成25年
職 員 数 対前年

増減数 主な増減理由区　分
部　門
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（番号のかけ間違いにご注意を）

区　　分
一般行政職 大学卒

（4）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）

178,800円
初任給

備考　平均給与月額は、平成25年4月分の給料及び職員手当(期末・勤勉手当を除く)の合計を
　　　平成25年4月の職員数で除したものです。

区　分
一般行政職

平均給料月額
322,200円

平均給与月額
384,194円

平均年齢
43.4歳

（7）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

備考　平均支給年額は、平成25度決算額を平成25年4月の職員数で除したものです。

地域手当 職員1人当たり平均支給年額
支　給　率

110,178円
3％

区　分
指数（参考値） 102.8（95.0）

清須市
105.8（97.8）
類似団体平均

106.6（98.5）
全国市平均

（3）ラスパイレス指数の状況（平成25年4月1日現在）

備考1　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
　　2　類似団体とは、全国の市のうち人口規模、産業構造が類似している団体です。
　　3　参考値とは、国家公務員の時限的(2年間)な特例法による減額措置が無いとした場合の値です。

区　　分
一般行政職 大学卒 252,200円

経験年数10年
347,817円
経験年数20年

404,175円
経験年数30年

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料の状況(平成25年4月1日現在)

備考1　清須市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計
標準的な
職務内容
職員数
構成比

主事

30人
13.0％

19人
8.2％

43人
18.6％

58人
25.1％

28人
12.1％

38人
16.5％

6人
2.6％

9人
3.9％

231人
100％

主任 主査 部長係長
主任主査 副主幹

課長補佐
主幹 参事

次長課長

（6）一般行政職員の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）

期末･勤勉
手　　 当

期　末
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤　勉
0.675月分
0.675月分
1.350月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

6月期

計
12月期

（8）主な職員手当の状況（平成25年4月1日現在）

備考　平均支給額は、24年度に退職した職員に支給した平均額です。

退職手当
1人当たり平均支給額 5,903千円

自己都合等
25,854千円
定年・勧奨
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区　分
育児休業取得者数
部分休業取得者数

男　性
0人
0人

女　性
22人
1人

４　職員の休業の状況（平成25年度）

正規の勤務時間
7時間45分

開始時刻
午前8時30分

終了時刻
午後5時15分

休憩時間
正午～午後1時

（1）勤務時間の状況（変則勤務職場等を除く一般的な職場におけるもの）
3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（2）主な休暇の種類

区　分 付　与　日　数 区　分 付　与　日　数
年次有給休暇 1年につき20日
証人等出頭 必要と認められる期間
ボランティア 1年につき5日以内の期間

産 前 産 後

出産予定日までの8週間(多胎妊
娠の場合は14週間)と、出産日
の翌日から8週間を経過する日
までの期間

忌 引 親族の区分により1～7日以内
の連続する期間

夏 季 休 暇 7～9月までのうち5日以内の
期間

育 児 時 間 1日2回それぞれ30分以内の
期間

選挙権等行使 必要と認められる期間
骨 髄 提 供 必要と認められる期間
結 婚 連続5日以内の期間

妻の出産補助 2日以内の期間
子 の 看 護 1年につき5日以内の期間

父母の祭日 1日

住居滅失等 7日以内の期間

交 通 遮 断 必要と認められる期間

区　分 内　　　　容

扶 養  手  当

住 居  手  当

通 勤  手  当

借家・借間居住者

交通機関等利用者
交通用具利用者

55,000円を限度とし、運賃相当額の範囲内で支給
通勤距離に応じ、最高24,500円

・家賃　23,000円以下　家賃ー12,000円
・家賃　23,000円超え　（家賃ー23,000円）×1/2+11,000円（最高 月27,000円）

配偶者
その他

13,000円
6,500円

・配偶者がいない場合の1人目は11,000円
・満16歳年度初めから満22歳年度末までの子
　1人につき5,000円加算

区　　分 給料月額等 期末手当

給　　料

報　　酬

920,000円
6月期
12月期

1.40月分
1.55月分
2.95月分計

750,000円
515,000円
425,000円
405,000円

（9）特別職の報酬等の状況（平成25年4月1日現在）

市 　 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員

備考　平成25年度の期末手当の改定は見送りました。

備考　平均支給年額は、平成25年度決算額を平成25年4月の職員数(管理職手当受給職員を除く)で除したものです。

時 間 外
勤務手当

平成25年度決算額
65,612千円

職員1人当たり平均支給年額
200,650円
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（番号のかけ間違いにご注意を）

（3）職員の災害補償（平成25年度）
ア　公務災害認定件数
　　自己職務遂行中(負傷)　1件　　　出勤途上(負傷)　1件

イ　公務災害基金負担金(地方公務員災害補償法に基づく地方公務員災害補償基金に対する負担金)

2,553千円
金　　額

5,610円
1人当たりの負担額

（2）職員親睦会（平成25年4月1日現在）
　　　会員数　456人　　市負担金なし

8　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）共済組合負担金（地方公務員等共済組合法に基づく地方公務員共済組合等に対する負担金）
　　　金額　496,522千円　　　一人当たりの負担額　1,096,074円

0件
0件

0件
0件

0件
0件

0件
0件

9　平成25年度における清須市公平委員会の業務の状況

当初継続件数 申立件数 処理件数 年度末継続件数
勤務条件に関する措置の要求

区　　分

不利益処分に関する不服申し立て

5　職員の分限及び懲戒処分の状況

（2）職員の懲戒処分の状況（平成25年度）
　　  なし

区　　分
0人
免職

12人
休職

0人
降任

0人
降級

12人
計

（1）職員の分限処分の状況（平成25年度）

心身の故障の場合

区　　分
自ら営利を目的とする私企業を営むもの（農業、不動産貸付等を含む）
報酬を得て事業または事務に従事するもの

件　数
13件
4件

6　職員の服務の状況
（1）服務制度に関する研修等の状況（平成25年度）
　　　地方公務員法に定められた服務の基準を遵守するため、新規採用職員研修等の階層別研修や
　　　通達等により、職員の服務規律の確保に努めました。

（2）営利企業等への従事許可の状況（平成25年度）

7　職員の研修及び勤務成績の評定の状況

研修区分
参加人数 72人

一般研修
61人
専門研修

69人
市単独研修

（1）研修の状況（平成25年度）

（2）勤務成績の評定の概要（平成25年度）

制度の概要

基　準　日

対　象　者

原則として一次評価者から調整評価者により、各職員に求められる役割と能力に
ついて、業績評価と能力評価の両方を統合した総合評価を行う。

目　　　的 職員の能力開発や職務遂行への意欲向上を効果的・効率的に進めていくために
人事評価を行い、人材育成及び組織の活性化を促進することを目的とする。

行政職給料表の適用を受ける職員(休暇、休職、育児休業等の職員を除く)

平成26年1月1日 評定期間 平成25年4月1日から平成26年3月31日
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　市が当日実施する試験は次のとおりです。

注意）清須市以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。
■問合せ　防災行政課(本庁舎)

9 月 議 会 定 例 会9 月 議 会 定 例 会 ■問合せ　議事調査課(本庁舎)

　９月議会定例会は、９月１日から２６日までの２６日間の会期で開かれました。初日に市長提出議案の上程・説明と、議
員発議による『定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）』及び
『「手話言語法」制定を求める意見書（案）』の上程、朗読説明がなされました。また、市長提出案件のうち、教育委員会
委員の任命、公平委員会委員の選任、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意案及び工事請負契約(新川体育館
始め３施設取壊し工事)の締結については、即日採決等の結果、全員賛成で可決されました。議長提出案件では、農業
委員会委員の推薦については指名により決定され、その他の議案については、８日に質疑が行われた後、各所管の常
任委員会に付託されました。
　最終日には、それぞれの常任委員会の審査結果について委員長から報告があり、採決の結果、全議案が原案どおり
可決されました。なお、議員発議による２つの意見書（案）については、採決の結果、全員賛成で可決されました。

平成25年度一般会計決算認定など23議案を可決

◆平成２５年度一般会計決算認定 ◆平成２５年度各特別会計決算認定 ◆平成２５年度水道事業会計剰余金の処分及
び決算認定 ◆職員の配偶者同行休業に関する条例案始め9条例案 ◆工事請負契約（新川体育館始め３施設取壊し
工事）の締結 ◆平成２６年度一般会計補正予算（第１号）案 ◆平成２６年度各特別会計補正予算（第１号）案 ◆定数改
善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案） ◆「手話言語法」制定を求
める意見書（案）
　詳しくは、広報11月号と同時配布されます「議会だより」をご覧ください。

可決された議案

◆教育委員会委員の任命について
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、教育委員会委員を任命する。
　　後藤　小百合 氏
◆公平委員会委員の選任について
　地方公務員法第９条の２第２項の規定により、公平委員会委員を選任する。　渡邉　俊司 氏
◆固定資産評価審査委員会委員の選任について
　地方税法第４２３条第３項の規定により、固定資産評価審査委員会委員を選任する。
　　山ノ内　英雄 氏、山田　芳和 氏、河村　年美 氏

同意案件

◆農業委員会委員の推薦について
　農業委員会等に関する法律第１２条第２号の規定により、農業委員会委員を推薦する。
　　大橋　浩 氏、浅井　尊弘 氏、星野　滿 氏

議会推薦

◆平成２５年度決算の健全化判断比率等の報告 ◆尾張土地開発公社平成２５年度決算に関する書類の報告
報告案件

内　　容情報伝達手段

防災行政無線の
放送 【放送内容】「これは、テストです」×3回　＋「防災行政無線チャイム」

　市内107か所に設置してある防災行政無線から、次の放送内容が一斉に
放送されます。

平成２６年１１月２８日(金)　午前１１時ごろ実施

防災行政無線を用いた全国一斉の
緊急情報の伝達試験実施のお知らせ

　市では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム「Ｊ-ＡＬＥＲＴ
（ジェイ・アラート）」から送られてくる国からの緊急情報を、防災行政無線を用いて確実に
皆様へお伝えするため、市内で緊急情報伝達手段の試験を行います。
　Ｊ-ＡＬＥＲＴとは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、国から送られてくる緊急情報を人工衛星など
を活用して瞬時に情報伝達するシステムです。
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（番号のかけ間違いにご注意を）

　

本
会
議
・
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
議
事
調
査
課

（
本
庁
舎
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

開
会
日

会
議
等

1
日（
月
）
本
会
議（
行
政
報
告
・
質
疑
、

議
案
提
案
・
説
明
）

4
日（
木
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

3
日（
水
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

9
日（
火
）
本
会
議（
議
案
質
疑
）

11
日（
木
）
建
設
文
教
常
任
委
員
会

12
日（
金
）
総
務
常
任
委
員
会

15
日（
月
）
福
祉
常
任
委
員
会

19
日（
金
）
本
会
議（
委
員
長
報
告
・

討
論
・
採
決
）

開
会
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

12
月
議
会
定
例
会
日
程
の
お
知
ら
せ

①６月８日（日）午後９時３０分頃（西枇杷島町問屋地内）
　県道名古屋祖父江線を東進横断中の歩行者と南進直進の普
通自動二輪が衝突し、歩行者が死亡しました。
【事故防止のポイント】
　信号機のある交差点を活用しましょう。

　今年に入って、西枇杷島署管内の交通事故による死者が、
前年同時期の３倍に増えていることから、交通死亡事故多発
警報が発令されました。それをうけ、緊急交通安全キャン
ペーンとして、９月２２日(月)に清須市役所本庁舎にて交通
死亡事故抑止の出発式(写真)が行われました。

②８月２７日（水）午前１０時５０分頃（清洲地内）
　大型店舗駐車場から道路に出た軽四貨物車が、乳母車使用の
高齢の歩行者に衝突し、歩行者が死亡しました。
【事故防止のポイント】
　よそ見は禁物です。出入口付近では、安全確認をしっかりしま
しょう。

③９月１３日（土）午後０時１０分頃（春日焼田地内）
　名岐バイパスの信号の有る交差点で、横断歩道を横断中の高
齢の歩行者に大型貨物車が衝突し、歩行者が死亡しました。
【事故防止のポイント】
　ドライバーは横断歩道に接近する際、歩行者の存在を見落と
さないようにしましょう。

シリーズ4
 交通死亡事故多発！
 事故防止を心掛けましょう！！

警報発令！ 
交通事故抑止の緊急出発式実施

～ 交通事故０のまちを目指して ～
ゼロ

■問合せ　防災行政課（本庁舎）

①

②

③
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地
域
防
災
の
要
と
し
て
活
躍
す
る
市

消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
や
小

隊
訓
練
な
ど
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ご
自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

11
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

西
枇
杷
島
中
学
校

問
合
せ　

防
災
行
政
課（
本
庁
舎
）

　

名
古
屋
西
税
務
署
で
は
、
平
成
26
年

分
の
個
人
事
業
者
の
青
色
申
告
決
算
及

び
年
末
調
整
等
に
関
す
る
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　
「
年
末
調
整
」は
、
給
与
所
得
者
一
人

ひ
と
り
に
つ
い
て
、
毎
月
の
給
与
や
賞

与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
源
泉
徴
収
し

た
税
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
の
総
額
に

つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
税

平
成
26
年
度
市
消
防
団
観
閲
式

額
と
を
比
べ
て
、
そ
の
過
不
足
額
を
精

算
す
る
も
の
で
、
給
与
の
源
泉
徴
収
の

総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

【
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
】

と
　
き　

11
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
須
市
役
所
本
庁
舎

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

対
象
者　

納
税
地
が
清
須
市
で
、
青
色

　
　
　
　

申
告
の
承
認
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　

個
人
事
業
者
の
方

【
年
末
調
整
等
説
明
会
】

と
　
き　

11
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

清
須
市
役
所
本
庁
舎

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

対
象
者　

納
税
地
が
清
須
市
で
あ
る
法

　
　
　
　

人
事
業
者
及
び
個
人
事
業
者

　
　
　
　

の
う
ち
白
色
申
告
の
方

（
注
）青
色
申
告
の
承
認
を
受
け
て
い
る

　
　

個
人
事
業
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

　
　

青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
に
て
説

　
　

明
し
ま
す
。

「
お
願
い
」と「
お
知
ら
せ
」

①
年
末
調
整
関
係
諸
用
紙
及
び
年
末
調

　

整
等
説
明
会
資
料
は
、
説
明
会
の
開

　

催
前
に
郵
送
し
ま
す
。
年
末
調
整
等

　

説
明
会
に
は
、
事
前
に
郵
送
す
る
説

　

明
会
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
関
係
用
紙
等
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、

　

説
明
会
場（
又
は
税
務
署
）で
お
渡
し

　

し
ま
す
。ま
た
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ（「
国
税
庁
」で
検
索
）か
ら
出
力
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

名
古
屋
西
税
務
署

　

☎
０
５
２
‐
５
２
１
‐
８
２
５
１

　
（
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
て
い

　

 

ま
す
。 

お
問
合
せ
の
際
は
、「
２
」を

　

 

選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
税
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
営

む
方
の
所
得
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

第
２
期
分
の
納
期
限
は
12
月
１
日

（
月
）で
す
。
11
月
中
旬
に
県
か
ら
納
付

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

又
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ（
ペ
イ
ジ
ー
）に

対
応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
及
び
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
領
収
証
書

が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
領
収
証
書
が
必

要
な
方
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
県
総

務
部
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振

替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
預（
貯
）金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
及

び
預
金
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
取
引

を
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い（
た
だ
し
、
手

続
き
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
翌
年
度
分

か
ら
の
取
扱
い
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

問
合
せ　

愛
知
県
名
古
屋
北
部
県
税
事

　

務
所　

課
税
第
一
課　

県
民
税
・
事

　

業
税
第
二
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
５
２
‐
５
３
１
‐
６
３
０
４

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
〜
17

日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」と
し
、
各
種

の
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
税
の
役
割
と

税
務
署
の
仕
事
」と
し
、
租
税
の
役
割

や
適
正
・
公
平
な
課
税
及
び
徴
収
の
実

現
に
向
け
た
国
税
庁
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
国
民
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
て
い
く
ほ
か
、
広
く
国
民

か
ら
国
税
庁
の
取
り
組
み
に
対
す
る
意

見
・
要
望
等
を
積
極
的
に
視
聴
し
ま
す
。

　

全
国
地
方
税
務
協
議
会
に
お
い
て
は
、

「
し
っ
て
る
？
地
方
税
」と
い
う
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
こ
の

週
間
を
活
用
し
た
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
や
地
方
を
支
え
る
税
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
国
税
庁
」で
検
索
）「
税
を
考
え
る
週

間
」の
特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10

青
色
申
告
決
算
等
説
明
会・

年
末
調
整
等
説
明
会
の
ご
案
内

名
古
屋
西
税
務
署

個
人
事
業
税
納
税
の
ご
案
内

名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所

税
を
考
え
る
週
間

国
税
庁

税

だ

よ

り



2014.11.1
（番号のかけ間違いにご注意を）

　地方自治法第２４３条の３第１項及び清須市財政状況の作成及び公表に関する条例の規定に基づき、平成２６
年４月１日から９月３０日までの期間における本市の財政状況を、市民の皆様にお知らせします。
　清須市では、最小の経費で最大の効果を上げるよう工夫をこらし、「安全・安心 そして 快適で元気な清須」を
目指して予算の執行に努めています。

※　この金額は、個人市民税収入済額（現年課税分）
　　を総人口で単純に割ったものです。
※　総人口　６６，４８８人

平成26年度 上半期の財政状況（平成26年4月1日～9月30日） ■問合せ　財政課（本庁舎）

○ 一般会計（予算現額の多い順になっています）

○ 特別会計

○ 企業会計

○ 市有財産の状況 ○ 市民の負担の状況（平成26年9月30日現在）
市民一人あたりの市税負担額土地

建物
基金
有価証券・出資金・出捐金

市　　　税
国庫支出金
市 債
地方交付税
繰 入 金
県 支 出 金
繰 越 金
地方消費税交付金
諸 収 入
そ の 他
合　　　計

国民健康保険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

後期高齢者医療

民　生　費
教　育　費
総　務　費
土　木　費
衛　生　費
公　債　費
消　防　費
商 工 費
議 会 費
そ　の　他
合　　　計

26,880円

6,934,987

4,172,558

3,902,188

1,257,017

211,558
20,566

106,658
5,823

50.4
28.3

215,703
114,724

58,340
33,868

27.0
29.5

3,614,494

1,816,390

612,860

752,354

52.1

43.5

15.7

59.9

2,783,004

1,587,364

604,259

467,609

40.1

38.0

15.5

37.2

11,698,427
2,746,316
1,866,000
1,848,051
1,314,368
1,248,819
916,779
841,000
642,542
995,317

24,117,619

9,114,114
4,456,034
2,773,678
2,242,781
2,093,480
1,858,184
794,634
290,536
268,790
225,388

24,117,619

4,592,555
1,333,245
839,995
791,432
885,074
924,874
380,663
194,234
139,137
48,180

10,129,389

50.4
29.9
30.3
35.3
42.3
49.8
47.9
66.9
51.8
21.4
42.0

7,171,762
1,147,489

0
1,343,309

0
224,903
916,780
445,274
160,795
391,605

11,801,917

61.3
41.8
0.0
72.7
0.0
18.0
100.0
52.9
25.0
39.3
48.9

686,307㎡
196,658㎡

5,500,429千円
463,735千円

歳　　入

歳　　入

歳　　出

歳　　出

収　　入 支　　出

区　　分 区　　分予算現額（千円）
a

予算現額（千円）
e 支出済額（千円）

g
収入済額（千円）

f

収入済額（千円）
b

予算現額（千円）
c

支出済額（千円）
d

収入割合（％）
ab／

収入割合（％）
ef ／

予定額（千円）
h

収入済額（千円）
i

収入割合（％）
hi ／

支出済額（千円）
k

予定額（千円）
j

執行割合（％）
k j／

執行割合（％）
eg ／

執行割合（％）
cd ／

会　計　名

会　計　名

水道事業 収益的収支
資本的収支

11
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●不燃ごみ収集■坂町、東町、中河原、下河原…第１・３水曜日■横町、西町、旗本、下堀江、西堀江(名鉄津島線より南側)…
第１・３土曜日■外町、寺野(花園・元町・郷前)、鍋片、助七(一丁目・二丁目)…第２・４水曜日■豊町、西堀江(名鉄津島線
より北側)…第２・４水曜日■寺野(花笠・美鈴・池端)、助七(五反田・東山中・芳花・美里)、阿原…第１・３土曜日

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

な
ど
で
、
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る

手
続
き
は
、
自
動
的
に
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
ご
自
身
で
喪
失
す
る
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
異
動
の
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

　

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
が
で
き
る
方
】

○
本
人
又
は
同
一
世
帯
の
家
族（
住
民

　

票
が
一
緒
の
方
に
限
り
ま
す
） 

○
代
理
人（
委
任
状
と
代
理
の
方
の
本

　

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
）

【
手
続
き
を
す
る
場
所
】

　

保
険
年
金
課（
本
庁
舎
）、
西
枇
杷
島

　

支
所
、
清
洲
支
所
又
は
春
日
支
所

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

○
新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
証（
名

　

前
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）又
は
健
康

　

保
険
取
得
証
明
書

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

※
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
日（
予

　

定
）以
後
、
国
民
健
康
保
険
証
で
医

　

療
機
関
に
お
い
て
診
察
さ
れ
た
場
合
、

　

医
療
費
の
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り

　

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
て
い
る
方
の
被
保
険
者
証
の

ご
案
内

る
65
歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
も
し
く
は
40
歳
以
降
10
年
以
上
あ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
一
世
帯
で
退
職
者
被
保
険

者
本
人
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
る
65
歳
未
満
の
方
は
、
退
職
被

扶
養
者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
格
に
該
当
し
て
い
る
方

が
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
上
部
右
側
に
は
、○退
と
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
退
職
者
被
保
険
者
資
格
に
該

当
す
る
方
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
退
職
者
被
保
険
者
本
人
が
65
歳
に

な
る
誕
生
月
の
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
以
降
の
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
は
、
該
当
月
末
日
ま
で
に
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課（
本
庁
舎
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
を
受
け
た
り

人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
度
交
代
が
あ
り
ま
し
た

年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は

な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族（
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月
1
日
か

ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
又
は
領
収

証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い（
平
成
26

年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）。

問
合
せ　

名
古
屋
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
２
‐
５
２
４
‐
６
８
５
５

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

新
任
の
委
員〔
10
月
１
日
就
任
〕

　

奥
田　

照
明（
西
枇
杷
島
町
北
大
和
）

退
任
の
委
員〔
１
月
26
日
退
任
〕

　

近
藤　

信
行（
西
枇
杷
島
町
南
大
和
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
課（
清
洲
庁
舎
）

今月のエコチャレンジ

■問合せ　生活環境課(本庁舎)

『ドライブは ふんわりアクセル ｅスタート』『ドライブは ふんわりアクセル ｅスタート』『ドライブは ふんわりアクセル ｅスタート』
●発進時の５秒間で時速20キロ程度に加速すると、1年間でガソリン約８４リットル、
　約１９４キログラムの二酸化炭素削減が可能です。(約１１，０００円の節約)
●５秒のアイドリングストップを行うと、１年間でガソリン約１７リットル、約４０キログラ
　ムの二酸化炭素削減が可能です。(約２，４００円の節約)
●「暖機運転は走りながら」、「加減速の少ない運転」、「早めにアクセルを離す」、
　「カーエアコンの使用を控える」等にも気をつけましょう。
　【出典：エコチャレ手帳2014(愛知県)】
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新川地区●可燃ごみ収集■坂町、東町、中河原、下河原…毎週火・金曜日■横町、西町、旗本、下堀江、西堀江(名鉄津島線よ
り南側)…毎週火・金曜日■外町、寺野(花園・元町・郷前)、鍋片、助七(一丁目・二丁目)…毎週月・木曜日■豊町、西堀江(名
鉄津島線より北側)…毎週月・木曜日■寺野(花笠・美鈴・池端)、助七(五反田・東山中・芳花・美里)、阿原…毎週火・金曜日

　

食
育
ま
つ
り
の
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
野
菜
の
強
さ
を
知
ろ
う
！
」で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ
と

の
重
要
性
な
ど
、
食
の
大
切
さ
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

折
込
み
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

11
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

み
ず
と
ぴ
ぁ
庄
内

内
　
容　

愛
知
み
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産
業
課（
本
庁
舎
）

　市では、家庭用浄化槽の清掃補助として年１回４割の補助を行っていますが、下水道の供用開始に伴
いその区域内においては、供用開始後１年以内の清掃補助は現状のままとします。ただし、その後の補助
は行いません。

＜児童虐待関係機関＞
児童相談所全国共通ダイヤル　　　　　　☎0570－064－000
愛知県中央児童・障害者相談センター　　☎052－961－7250
愛知県西枇杷島警察署　　　　　　　　　☎052－501－0110
清須市健康福祉部子育て支援課　　　　　☎052－400－2911(代)

平成27年9月30日までに浄化槽を清掃した場合

平成27年10月1日以降に浄化槽を清掃した場合

補助あり

補助なし

　※以降、公共下水道供用区域開始となった区域は、同様の方法で実施していきます。

　例） 平成２６年１０月１日に公共下水道が供用開始をした区域

市浄化槽補助金制度変更のお知らせ市浄化槽補助金制度変更のお知らせ ■問合せ　生活環境課(本庁舎)

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
“ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪”（平成２６年度標語）
１１月は児童虐待防止推進月間です
“ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪”（平成２６年度標語）
１１月は児童虐待防止推進月間です
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。

　

な
お
、
愛
知
県
の
特
定（
産
業
別
）最

低
賃
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７
業
種
）に
つ
い
て
は
、
現
在

改
正
等
の
た
め
、
調
査
審
議
中
で
す
の

で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
注
意
し
て
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だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
名
古
屋
西
労
働

基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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愛
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金
改
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ら
せ

　児童虐待はあなたの身近で起こっているかもしれません。「虐待かもしれ
ない」と感じたら、迷わず児童虐待関係機関にご連絡ください。相談内容や情
報源の秘密は守られます。

　あなたの連絡相談が子どもを守るとともに、
子育てに悩む保護者を支援するための大きな
一歩となります。
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